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甲
州

市
制

施

行

日

の

１１‥
月

１
日

、
甲
州
市
民
文
化
会
館
で

中
村
忠
正
様

（
首

都
圏
甲
州
市

県
人
会
会
長
）
を
は
じ
め
大
勢

の
来
賓
を
迎
え
て
、
市
制
施
行

１０

周

年

記

念
式

典

を

挙

行

し

ま
し
た
。

式

典

で

は
、
田

辺

市

長

が

甲

州

市

誕

生

か

ら
今

日

ま

で

の
歩
み

を
振
り

返

る
と
共

に
、

「
市

民
の
皆
様

と
甲
州

市
を
応

援

す

る
皆

様

と

の

融
和

と

協

調
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ

る
、
美

し
い

ふ

る
さ

と
甲
州
市

づ

く

り
」
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域

の
活
性
化
や
発

展

に

多
大

な

ご
尽

力

を
い

た

だ
い

た
方

々
に
対
し
て
、
田
辺

市
長

か

ら
表

彰

並

び

に

感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

さ
ら
に
、
１０
周
年
記
念
と
し

て
今
式
典

で
は
、
本
年
度
１０
歳

を

迎

え

る
「

甲
州

市

と

同

級

生
」
の
市
内
小

学
４
年
生
の
代

表
が
「
１０

歳
の

メ
ッ
セ

ー
ジ
」

と
題

し

て
、
「
獣
医

さ
ん

に
な

り

た
い
」
「
大
和
町

を
元

気
に

し
た
い
」
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

思

い

描

い

た

将
来

像
を

元

気

い

っ
ぱ
い

に
発
表
し
ま
し

た
。

そ
の
ほ
か
式
典
で
は
、
市
民

憲
章
の
朗
読

や
、
市
民

の
歌
を

出

席

者

全

員

で

斉
唱

す

る
な

ど
、
次
の
１０
年
に
向
け

て
お
祝

い
を
し
ま
し

た
。



県 指 定 無 形民 俗文 化 財　　　　　　　　　　　 Ｓ

一 之 瀬 高 橋 の 春 駒　　　　　　　

Ｆ

市内北部の一之瀬高橋区に伝わる小正月の行事で
縦

笛 太゙鼓‘ 鉦によるお囃子と歌に合わせた駒踊りで イ9

構成されます。道祖神場や各戸を巡り踊られたり、 ぜ

結婚や子供の誕生、新築があった家には「水祝儀」 ）

や「弁慶」という特別なお祝いが仕立てられます。

◆開催日　平成２８年１月１０日　 午後６時～　　i 、1

◆場 所 甘草屋敷（甲州市塩山上於曽）　　　
れ

世 にも 珍 し い 歌 舞 伎 狂言

藤 木 道 祖 神 祭 太 鼓 乗 り

藤木区には各地区の道祖神場にお年始する「往来

（ゆきき）」という慣わしがあり、その余興として行

われたのが「太鼓乗り」。燃え上がるどんどん焼き

の炎を挟んで、向かい合った大太鼓の上の役者が、

歌舞伎の名場面を掛け合いで演じます。

◆開催日　平成２８年１月１４日　午後了時～

◆場　所　放光寺駐車場（甲州市塩山藤木区）
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